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紫外域衛星 セ ンサ
ー

に よる対流圏 エ ア ロ ゾル 光学特性導出手法

　　　　　　　　　　　　一 直接法の 適用 一

　　　芝 田由香里、蒲生京佳 、 山中の り子 、林田佐智子 （奈良 女子大学）

1 ．は じめ に

　広 領域 に お け る 対流 圏 エ ア ロ ゾ ル の 光学特

性 を把握す る た め に 衛 星 セ ン サ ーを使 用 し た・

観測 は 不 可欠 で あ る。 し か し、
一

般 に 可視 ・

近赤 外 領 域 の 観測で は地表面 ア ル ベ ドの 影響

が大 き い た め 、海上 の み で し か エ ア ロ ゾ ル の

情 報 を抽 出 で き ない
。 こ れ に 対 し 、紫外 波 長

域 で は 地 表 面 ア ル ベ ドの 影 響 が 小 さい の で 陸

上 で もエ ア ロ ゾル 情報 の 導 出 が 可能 で あ る 。

本研究 で は 紫 外 波長 域 の 衛星 セ ン サーを利用

し て 、陸 上 も含 め た 全 球で の 対 流 圏 エ ア ロ ゾ

ル 光 学特性 を導 出する た め の ア ル ゴ リズ ム 開

発 を 目的 と し て 、直接法（direct　method ）によ る

シ ミ ュ レ ー シ ョ ン を 放 射 伝 達 モ デ ル

STARCODE 　rstar4b ［Nakaj  a　and 　Tanaka
，
1986】

を 使 用 し て 行 っ た。 さ らに 紫外域観測セ ン サ

ー
で あ る GOME の 実データ を直接法 ア ル ゴ リ

ズ ム に適用 した。

鹽

　　 直接法 とは横 軸 に あ る波長 の 反 射率、縦軸

　 に 2 波 長 で の 反 射率比 を描 い た ダイ ア グ ラ ム

　 （図 ユ）か らエ ア ロ ゾル タ イ プ と光学的 厚 さを導

　 出す るもの で To 皿 es 　et　al．［1998］に よ っ て 提案 さ

　 れ た もの で あ る 。 GOME の 波長 の 様 々 な組み

“
合 わせ で 検討 を行 っ た結果 、こ こ で は 335nm

　 と 395nm を解析対 象と し て 選択 する こ と とし

　 た。

3　 エ ア ロ ゾル 　 高度 士 表　 ア ル ベ ド 粒 径

　 、　　 漁 へ の 　　
’

　上 記の 波長組 を用 い て海塩、硫酸 、煤 、ダ

ス トの エ ア ロ ゾ ル モ デ ル を仮定 し 、直接法 に

お け る エ ア ロ ゾ ル 層高 度 、地 表 面 ア ル ベ ド、

粒径お よ び複素屈折率 とい っ た不確 定パ ラ メ

ー
タ へ の 感 度を調 べ た 。エ ア ロ ゾ ル 層高 度 に

対する 感 度 は、海 塩 ・硫酸 と い っ た 吸収 の 弱

い 粒 子 は エ ア ロ ゾ ル 層 高度に ほ とん ど依 存性

が なか っ た が 、吸収性 の 煤 ・ダ ス トに つ い て

は 高度 へ の 依存度が 高か っ た 。地 表 面 ア ル ベ

ドに対 す る感度 は ア ル ベ ドの 値に よ っ て光 学

的厚 さ 0 を示 す 中心点が異な る こ と が わ か っ

た 。こ の こ とは 、仮 定す る地表面 ア ル ベ ドの

値 に よ っ て 識 別 す る エ ア ロ ゾ ル の 光学 的厚 さ

や量 を誤 る可能 性 が あ る こ と を示 し て い る。

粒径お よ び 複素屈折率 へ の 依存性 の 検 討 は煤、

ダス トに つ い て の み で 行 っ た。そ の 結 果 、煤

は 吸収率 に 、ダ ス トは粒径 に感度が 強い こ と

がわか っ た 。

4　 GOME デー　へ の
’

　こ の よ うなシ ミ ュ レーシ ョ ン 結果 をふ ま え

た 上 で 、図 1 の よ うに GOME の 実データ と直

接法 の 計 算 ダイ ア グ ラ ム を比 較 し、大 気 中 の

エ ア ロ ゾ ル タイ プ と光 学的厚 さの 導 出を試 み

た。解析 の 結 果 、直接法 で は 吸収性 エ ア ロ ゾ

ル と非 吸 収性 エ ア ロ ゾ ル との 判別 は 可能 で あ

る と考 え ら れ る が 、煤 や ダ ス トな ど同 じ 吸収

性 エ ア ロ ゾ ル ど うしで は 判別 が 困難 で あ る こ

と がわか り、今後 の 課題 で あ る。
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図 1 ：ダス トモ デル を仮定 した直接法の ダイア グラムにア

フ リカ上空の GOME デー
タをプロ ッ トした図。横軸は

395  の反射薬 繖 お 35  と 躑   の反射率 7）地

中心点は光学醗厚さ（τp を表魂
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